
小規模多機能型居宅介護 タンポポ 「サービス評価」 総括表 
 

法人名 医療法人 
金上仁友会 代表者 理事長 

安藤 正夫  
法人・ 
事業所 
の特徴 

・訪問を中心に必要に応じて通い、宿泊を組み合わせて、住み慣れた地域、ご自宅での

生活を 365 日 24 時間、顔馴染みのスタッフがサポートする。 
・ご利用者の状況や希望に合わせて柔軟に対応できる地域密着型サービス。 

事業所名 小規模多機能型居宅

介護タンポポ 管理者  
我妻 学 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

1 人 0 人 2 人 0 人 2 人 1 人 0 人 5 人 0 人 10 人 
 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結

果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価の 
確認 

 
 
初回の為記載なし 

 
 
初回の為記載なし 

・職員の評価が控えめに付いていたように

感じたが、全員で評価し振り返りもきちん

と出来ていたと思う。 

・定期的な勉強会を計画、開催し知識、ス

キルの向上を図る。開催後は定期的に振り

返りを行う。 

Ｂ．事業所の 
しつらえ・環境 

 
 
初回の為記載なし 

 
 
初回の為記載なし 

・敷地入り口看板、玄関に自由に入りやす

い工夫、地域に開かれた空間があるのでも

っと活用してもらえると良い。 
・事業所内に利用者の作品展示するとより

良い 

・サロンや地域の方との交流スペースとし 
て活用できるように、入りやすい環境、タ 
ンポポをもっとアピールしていく。 
・活動や余暇活動を通して作成した物を季

節に合わせて展示し、活動報告も兼ねて取 
り組んでいく。 

Ｃ．事業所と地域の 
かかわり 

 
 
初回の為記載なし 

 
 
初回の為記載なし 

・いつも笑顔で挨拶してくれます。 
・市内ではまだ小規模多機能居宅介護に馴

染みがない。 
・気軽に立ち寄れる雰囲気、関係作りを進

めていってほしい。 

 
・タンポポがどのような施設か、地域の方

により知って頂くためにも、日ごろの交流

や関わりを通して関係作りをしていく。 

Ｄ．地域に出向いて 
本人の暮らしを 
支える取組み 

 
 
初回の為記載なし 

 
 
初回の為記載なし 

・散歩などで外に出ることで地域の方にも

知ってもらえると思う。 
・地域、包括などから情報をもらい、もっ

と連携を取りながら行っていければと思

う。 

・地域の行事やイベントに職員、タンポポ

をご利用される利用者の方も一緒に参加し

関わりを増やしていく。 

Ｅ．運営推進会議を 
活かした取組み 

 
 
初回の為記載なし 

 
 
初回の為記載なし 

・今後、事例検討が行われるようになると

より良いと思う。 
・タンポポ café を通して、サロンひだまり

などとの繋がりを作っていってほしい。 
・駐車場スペースがないとの要望には、当

月中に改善されていた。 

・在宅復帰や取り組みで改善された事例な

どを定期的に検討していけるように、毎月

のミーティングなどを活用し取り組んでい

く。 
・タンポポ café を継続し、サロンや地域の

方との繋がりを作っていく。 

Ｆ．事業所の 
防災・災害対策 

 
 
初回の為記載なし 

 
 
初回の為記載なし 

・施設の防災訓練などで、地域の方にも参

加してもらい、事業所をもっと知ってもら

えると、より良いと思う。 
・H30.7.8 に地区の防災訓練に参加してい

た。 

・施設の構造や作りを知って頂き、非常時

に避難などに入りやすいように、施設の見

学や防災訓練に参加して頂く機会を作る。 
・地区の定期的な防災訓練にも参加し、非

常時に避難活動に入れるようにする。 


